
ハヤブサ ＜留鳥＞
しま

トビ ＜留鳥＞

ミサゴ ＜留鳥＞
つばさ

翼は濃い茶色で体の下
側の白が目立ちます。主

えさ

に魚を餌として食べます。
ねら

上空から狙いをつけて急
するど つめ と

降下し鋭い爪で魚を捕ら
え、魚をつかんだまま飛
び去ります。

　背中は黒っぽい灰色で、
腹には縞模様があります。
鉄塔の上などで休んでい
て、エサにねらいをつけ
ると、急降下して捕らえ
ます。その際のスピード
は時速400㎞近くにもな
ります。

　全身がこげ茶色の大き
いタカの仲間です。他の
タカと違い、尾を広げた
時に先端が丸くなりませ
ん。ピーヒョロヒョロヒ
ョロと鳴きます。なんで
も食べる雑食性です。

今年も会えるかな
ぜき

―取水堰に立ち寄る野鳥達― コラム
いけきぜ

飯泉取水堰は、渡り鳥たちの中継地でもあります。春や秋に
ぐう ぜん

は普段は見ることの出来ないシギやチドリの仲間に偶然出会う
おと

こともあります。また、年によって小田原を訪れたり来なかっ
たりする野鳥もいます。

ムナグロ ＜旅鳥＞
顔から腹までが真っ黒なチ
ドリの仲間。

ホシハジロ ＜冬鳥＞
他のカモと違って、水にも
ぐってエサを捕る、頭が茶色
いカモ。

キョウジョシギ ＜旅鳥＞
よく目立つ模様から、京都
の女性の着物にたとえられた
京女シギ。

ハマシギ ＜旅鳥＞
ひ がた

目的地である干潟や砂浜で
は、数万羽に及ぶ大群を作る
こともある。
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